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竹
取
物
語
に
就
い
て

　
竹
取
物
語
は
我
國
に
小
説
あ
つ
て
始
め
て
の
者
で
あ
る
。
製
作
の
時
代
は

平
安
朝
の
初
期
と
い
ふ
だ
け
で
、
そ
の
外
の
こ
と
は
わ
か
ら
ず
、
作
者
は
全

く
不
明
で
あ
る
。
其
頃
の
小
説
ら
し
い
者
も
他
に
い
く
ら
か
あ
つ
た
の
で
あ

ら
う
が
、
そ
れ
ら
は
一
つ
も
傳
は
ら
ず
『
竹
取
』
た
ゞ
一
部
が
後
世
に
遺
つ

た
。
其
後
小
説
類
が
追
々
現
れ
て
來
て
、
中
に
も
『
字
津
保
』
、
『
落
窪
』
、

『
源
氏
』
の
諸
物
語
な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
、
文
章
や
語
法
の
上
か
ら
見
る

と
、
こ
の
『
竹
取
物
語
』
は
格
別
に
古
體
で
あ
る
。
こ
の
『
竹
取
』
の
こ
と

は
『
源
氏
物
語
』
の
中
に
引
用
さ
れ
て
、
巨
勢
相
覽
の
畫
、
紀
貫
之
の
書
の
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一
本
の
あ
つ
た
趣
が
見
え
て
ゐ
る
處
を
見
る
と
（
そ
れ
は
假
設
で
あ
る
こ
と

勿
論
で
は
あ
る
が
）
、
延
喜
年
代
以
前
に
世
間
に
流
行
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
想

像
は
つ
く
。
詞
つ
き
が
い
か
に
も
素
朴
で
、
構
造
の
單
純
な
處
も
、
何
さ
ま

早
い
頃
の
假
作
物
の
特
徴
と
謂
は
れ
る
。
大
體
に
つ
い
て
い
ふ
と
、
説
話
小

説
の
部
類
に
屬
し
、
ち
よ
う
ど
後
世
の
お
伽
話
の
稍
長
い
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
頗
る
滑
稽
趣
味
に
富
ん
だ
無
邪
氣
な
一
片
の
談
話
で
あ
る
。
も
と
よ
り

短
い
者
で
あ
る
け
れ
ど
、
後
世
の
諸
物
語
の
よ
う
に
や
ゝ
も
す
る
と
缺
卷
や

錯
簡
が
あ
る
の
に
反
し
て
、
全
く
無
瑕
に
傳
は
つ
て
ゐ
る
の
は
結
構
で
あ
る
。

我
國
の
小
説
が
か
う
い
ふ
も
の
で
幕
を
開
け
た
こ
と
は
文
學
史
上
に
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
こ
の
國
の
假
作
文
學
も
發
端
は
大
抵
同
樣
で
あ
る
。

其
點
で
『
竹
取
物
語
』
は
相
當
の
價
を
も
つ
の
で
あ
ら
う
。
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此
物
語
の
大
略
の
筋
が
『
今
昔
物
語
』
卷
第
三
十
一
中
の
一
篇
と
し
て
現

れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
平
安
朝
の
後
期
頃
に
は
本
元
の
『
竹
取
物
語
』
は

一
時
影
が
薄
く
な
つ
て
、
單
に
梗
概
だ
け
が
一
箇
の
傳
説
の
よ
う
に
傳
は
つ

て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
は
次
ぎ
の
『
今
昔
物
語
』
に
關
係
の
あ

る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ち
よ
つ
と
述
べ
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
昔
物
語
に
就
い
て

『
今
昔
物
語
』
は
宇
治
大
納
言
と
呼
ば
れ
た
源
隆
國
（
承
暦
四
年
齡
七
十
四

で
薨
去
）
の
所
編
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
編
者
の
名
を
取
つ
て
『
宇

治
大
納
言
物
語
』
と
も
呼
ば
れ
た
。
但
し
隆
國
薨
後
の
寛
治
頃
の
源
義
家
阿
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部
宗
任
な
ど
の
記
事
が
交
つ
て
ゐ
る
處
か
ら
推
し
て
、
後
人
の
補
筆
も
あ
る

こ
と
を
拒
否
し
得
な
い
。

　
こ
の
物
語
は
も
と
三
十
卷
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
中
ご
ろ
缺
卷
（
卷
八
　

十
八
、
廿
一
）
が
生
じ
、
ま
た
一
卷
内
の
缺
章
も
出
來
て
、
今
で
は
聊
か
不

完
全
の
姿
に
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
も
現
存
の
説
話
千
有
餘
に
上
り
、
我
國

に
於
け
る
説
話
集
の
最
大
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
一
話
ご
と
に
『
今
は
昔
』

と
云
ふ
冒
頭
を
置
い
て
あ
る
處
か
ら
、
全
集
の
題
名
が
起
つ
て
ゐ
る
。

　
内
容
の
豐
富
な
の
に
驚
か
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
取
材
の
多
方
多
面
な
の

も
他
の
説
話
集
の
比
で
な
い
。
大
體
を
三
部
に
別
け
て
天
竺
（
印
度
）
震
旦

（
支
那
）
本
朝
（
日
本
）
の
傳
説
、
逸
事
、
史
譚
、
怪
談
、
巷
説
の
類
を
根

氣
よ
く
集
め
、
そ
れ
を
編
者
一
流
の
氣
骨
あ
る
文
章
で
記
し
て
あ
る
。
天
竺
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の
部
は
佛
教
に
關
し
た
も
の
が
多
く
、
震
且
の
部
、
本
朝
の
部
ま
た
や
ゝ
同

樣
で
あ
る
が
後
の
二
部
に
は
史
傳
其
他
世
俗
の
こ
と
に
係
る
逸
話
も
相
半
し

て
ゐ
る
。
三
部
の
中
、
最
も
話
數
の
多
い
の
は
本
朝
の
部
で
、
全
編
の
約
三

分
二
を
占
め
る
。
そ
の
本
朝
の
部
だ
け
で
佛
法
の
話
が
九
卷
、
世
俗
談
及
史

譚
と
謂
ふ
べ
き
が
五
卷
、
そ
の
外
宿
報
、
靈
鬼
、
惡
行
、
雜
事
の
各
一
二
卷

が
區
別
さ
れ
て
あ
る
。

　
題
材
に
取
ら
れ
た
人
物
は
、
天
竺
の
部
で
は
釋
迦
及
び
其
弟
子
の
羅
漢
た

ち
か
ら
釋
迦
に
親
縁
あ
る
人
々
、
さ
て
は
佛
教
界
の
大
徳
名
匠
の
類
で
あ
つ

て
、
釋
迦
の
一
生
が
こ
の
部
の
中
心
に
な
つ
て
を
り
、
そ
の
出
處
は
近
く
は

『
法
苑
珠
林
』
『
佛
祖
統
記
』
等
の
外
、
遠
く
は
『
因
果
經
』
『
佛
本
行
經
』

等
多
數
の
經
典
で
あ
る
。
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震
旦
の
部
で
は
取
題
の
人
物
は
秦
の
始
皇
、
漢
の
高
祖
、
楚
の
項
羽
、
後

漢
の
明
帝
、
梁
の
武
帝
、
唐
の
玄
宗
等
の
王
者
か
ら
、
玄
奘
三
藏
、
善
旡
畏

等
の
諸
高
僧
や
、
郭
巨
、
孟
宗
等
の
孝
子
、
孔
子
、
莊
子
、
季
札
、
蘚
武
等
、

ま
た
上
陽
人
、
楊
貴
妃
な
ど
に
及
び
、
そ
の
出
處
は
、
『
史
記
』
『
漢
書
』

『
唐
書
』
『
白
氏
文
集
』
『
世
説
』
『
説
苑
』
諸
子
百
家
の
書
、
詩
話
、
隨

筆
等
さ
ま
の
書
で
あ
る
。

　
本
朝
の
部
で
は
上
題
の
人
物
は
最
も
廣
く
、
聖
徳
太
子
、
行
基
菩
薩
、
役

小
角
、
玄
昉
、
鑒
眞
、
空
海
、
傳
教
以
下
の
智
識
高
僧
や
、
良
岑
宗
貞
、
大

江
定
基
、
源
滿
仲
、
藤
原
顯
基
等
の
名
流
や
、
藤
原
氏
歴
世
の
貴
紳
、
源
平

兩
家
の
武
將
中
で
聞
え
た
人
、
そ
の
外
詩
歌
、
藝
能
、
術
數
の
道
な
ど
で
凡

そ
名
あ
る
者
の
限
り
が
出
て
來
る
。
其
他
鬼
魔
談
、
盜
賊
談
、
怪
異
談
、
戀

8父兄の方々に



愛
談
、
滑
稽
談
に
結
び
つ
い
た
著
名
の
人
物
も
少
く
な
い
。
出
典
は
『
日
本

書
紀
』
『
續
日
本
記
』
『
靈
異
記
』
『
往
生
傳
』
『
聖
徳
太
子
傳
暦
』
及
び

諸
大
寺
の
縁
起
な
ど
一
々
擧
げ
る
に
遑
が
な
い
。
こ
の
本
朝
の
部
に
は
印
度

や
支
那
の
傳
説
類
で
我
國
の
こ
と
に
作
り
替
へ
ら
れ
た
も
の
も
少
々
あ
る
。

　
要
す
る
に
印
度
、
支
那
、
日
本
を
通
じ
て
佛
教
思
想
の
輪
回
轉
生
や
因
果

應
報
に
基
い
た
説
話
が
甚
だ
多
く
、
ま
た
法
華
經
な
ど
の
功
徳
や
觀
音
、
地

藏
な
ど
の
靈
驗
を
述
べ
た
も
の
が
澤
山
あ
る
の
は
、
い
か
に
當
時
の
我
國
民

生
活
が
佛
教
の
影
響
を
蒙
つ
て
ゐ
た
か
を
窺
ひ
得
ら
れ
る
。
し
か
し
我
國
固

有
の
優
し
い
歌
物
話
り
も
、
雄
々
し
い
武
者
物
語
り
も
、
か
な
り
多
數
に
集

め
ら
れ
て
あ
つ
て
、
な
か
〳
〵
に
變
化
に
富
ん
で
ゐ
る
。
よ
く
も
か
く
ま
で

に
多
種
多
樣
の
説
話
を
蒐
集
し
得
た
も
の
と
の
感
想
は
一
た
び
本
書
を
讀
ん
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だ
人
の
頭
に
必
ず
浮
ぶ
こ
と
で
あ
ら
う
。

　
後
世
の
人
の
手
に
成
つ
た
多
く
の
説
話
集
、
即
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
『
十

訓
抄
』
『
寶
物
集
』
『
沙
石
集
』
『
古
今
著
聞
集
』
『
古
事
談
』
等
に
本
書

か
ら
採
ら
れ
て
ゐ
る
話
が
少
く
な
い
し
、
又
『
扶
桑
略
記
』
『
帝
王
編
年
記
』

『
平
家
物
語
』
『
源
平
盛
衰
記
』
そ
の
他
諸
寺
の
縁
起
等
に
引
用
さ
れ
て
あ

る
揷
話
類
も
本
書
か
ら
出
た
と
思
は
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
考
へ
る
と
、

つ
ま
り
本
書
は
我
國
に
於
け
る
傳
説
の
大
集
成
と
し
て
空
前
か
つ
絶
後
の
者

で
あ
る
。
此
點
で
頗
る
貴
重
の
一
書
た
る
を
失
は
ぬ
。
も
し
此
書
が
な
か
つ

た
な
ら
ば
、
傳
説
學
者
は
研
究
の
資
料
を
求
め
る
に
少
か
ら
ぬ
不
便
を
感
ず

る
で
あ
ら
う
。

　
文
學
書
と
し
て
は
眞
率
直
截
の
書
き
方
で
、
強
ひ
て
文
詞
を
修
飾
し
た
痕
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は
見
え
ぬ
が
、
其
處
に
氣
あ
り
力
あ
り
、
一
種
淨
潔
な
趣
も
あ
つ
て
、
か
へ

つ
て
讀
者
を
し
て
心
を
弛
緩
せ
し
め
ぬ
所
が
妙
で
あ
る
。
編
者
の
博
覽
洽
聞

は
勿
論
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
全
部
千
章
も
あ
る
中
か
ら
特
に
面
白
そ
う
な
説
話
、
こ
と
に
兒
童
の
了
解

に
適
ふ
も
の
を
拔
い
て
、
本
書
の
一
斑
を
示
さ
う
と
試
み
る
の
は
、
稍
む
づ

か
し
い
業
で
あ
る
が
、
他
日
原
本
を
手
に
す
る
ま
で
の
階
梯
と
し
て
上
の
三

十
篇
を
擧
げ
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
謠
曲
に
就
い
て

　
謠
曲
と
は
足
利
義
滿
將
軍
の
時
代
應
永
年
中
觀
世
觀
阿
彌
、
同
世
阿
彌
父
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子
の
大
成
し
た
猿
樂
の
能
の
う
た
ひ
物
の
謂
で
、
其
作
者
と
し
て
は
觀
世
世

阿
彌
（
元
清
）
、
同
小
次
郎
（
信
光
）
、
同
彌
次
郎
、
金
春
禪
竹
、
同
禪
鳳
、

宮
増
新
九
郎
等
が
有
名
で
、
中
に
も
世
阿
彌
の
作
最
も
多
く
且
傑
作
に
富
む
。

其
後
も
斷
え
ず
新
曲
が
製
出
さ
れ
て
遂
に
千
有
餘
篇
に
も
及
ん
だ
が
、
後
世

に
至
つ
て
自
然
に
廢
れ
た
も
の
も
少
か
ら
ず
、
近
代
は
二
百
曲
内
外
を
以
て

普
通
と
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
能
の
流
派
即
、
觀
世
、
寶
生
、
金
春
金
剛
、

喜
多
の
五
流
に
よ
つ
て
所
用
の
曲
數
に
相
違
が
あ
り
、
同
一
の
曲
で
も
文
章

に
幾
分
の
異
同
が
あ
る
け
れ
ど
、
大
體
は
似
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
謠
曲
の
題
材
は
神
話
、
佛
説
、
史
的
逸
話
、
戀
愛
談
、
怪
異
談
、
そ

の
他
諸
種
の
傳
説
巷
談
及
び
古
代
の
假
作
物
語
類
の
一
節
等
を
採
つ
た
の
が

多
く
、
舊
來
之
を
大
別
し
て
神
祇
物
、
修
羅
物
、
女
物
（
か
づ
ら
物
）
雜
の
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四
部
に
立
て
て
ゐ
る
。
文
章
は
製
作
當
時
の
通
行
文
よ
り
も
稍
古
い
時
代
の

風
格
を
經
と
し
て
、
室
町
期
の
通
用
語
を
緯
と
し
、
前
者
に
は
多
く
譜
節
を

附
し
て
諷
吟
さ
せ
、
後
者
は
臺
詞
（
白
）
と
し
て
、
諷
吟
の
間
を
點
綴
す
る

や
う
に
し
て
あ
る
。

　
普
通
の
説
話
文
と
違
つ
て
舞
臺
文
學
で
あ
る
謠
曲
に
は
、
曲
中
の
人
物
が

相
手
な
し
の
獨
語
的
に
自
己
の
所
懷
を
述
べ
て
、
觀
客
に
曲
の
筋
や
意
趣
を

釋
く
よ
う
な
箇
處
が
必
ず
あ
る
。
往
々
地
の
文
と
曲
人
の
白
と
の
差
別
の
つ

か
ぬ
場
合
も
出
て
來
る
。

　
そ
れ
か
ら
能
の
構
造
に
は
單
複
の
二
樣
が
あ
つ
て
、
單
式
で
は
一
曲
の
主

人
公
た
る
者
が
其
曲
を
通
じ
て
更
ら
ぬ
の
に
、
複
式
で
は
主
人
公
が
前
後
姿

を
變
へ
又
は
人
格
を
更
へ
て
現
れ
る
。
謠
曲
の
文
に
も
其
次
第
は
率
ね
寫
し
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出
さ
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
其
變
り
方
の
い
か
よ
う
で
あ
る
か
の
明
示
を
缺

く
こ
と
も
あ
る
。
此
等
は
單
に
謠
本
を
見
た
の
み
で
は
十
分
の
理
解
を
な
し

か
ね
る
。
ど
う
し
て
も
能
を
觀
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　
謠
曲
に
は
佛
教
思
想
を
取
り
込
ん
で
ゐ
る
者
が
多
い
が
、
こ
れ
は
作
製
當

時
の
一
般
民
衆
の
心
的
趨
向
を
考
へ
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
特
に
謠
曲
に

因
果
應
報
談
の
少
か
ら
ぬ
こ
と
を
求
め
る
わ
け
に
ゆ
か
ぬ
。
怪
力
亂
神
的
の

曲
が
大
分
に
あ
る
の
も
、
や
は
り
時
代
の
信
念
の
反
映
に
外
な
ら
ぬ
。

　
少
く
と
も
二
百
餘
曲
の
現
行
さ
れ
て
ゐ
る
中
か
ら
、
代
表
的
の
數
曲
を
選

ぶ
こ
と
は
頗
る
困
難
で
あ
る
が
、
主
ら
能
と
し
て
早
分
り
が
し
て
し
か
も
興

味
の
あ
る
も
の
十
篇
を
と
つ
て
、
兒
童
を
し
て
謠
曲
の
概
觀
を
な
し
得
る
よ

う
に
し
た
。
た
ゞ
し
實
際
大
人
の
賞
翫
に
價
す
る
曲
は
こ
の
外
に
尚
澤
山
あ
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る
こ
と
を
斷
つ
て
置
く
。
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